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令和 4 年度 JPF 完了報告書 

事業名 クナール県における生活困窮者への物資配布・衛生啓発及び女性の保護支援事業 

Items distribution, hygiene awareness raising and women's protection support project 

for needy families in Kunar, Afghanistan 

事業対象地 アフガニスタン、クナール県 

事業期間 2021 年 8 月 27 日～2022 年 8 月 26 日 

公的資金種別 ジャパン・プラットフォーム 

予算 73,618,005 円 

実施内容概要 クナール県の Sawki、Khas Kunar 地区において、COVID-19 の感染拡大によって深

刻な危機に陥っている困窮者に対して、緊急的なニーズに対応するために食糧の配

布を実施し、及び COVID-19 感染予防に必要な啓発及び衛生用品の配布を行った。

また、クナール県アサダバッド市内に住んでいる女性 100 世帯を対象に、衛生・子

育てに関する戸別訪問の啓発活動を実施することでより脆弱な立場におかれる女性

の保護課題に取り組んだ。さらに、150 人の男性を対象にコミュニティベースの対話

（Community Based Dialogue: CBD）を実施し、これらの地域が抱える課題の認識

の共有をすることで、女性だけでなく、男性コミュニティの認識向上を図った。 

成果の達成度 対象地区の 1,245 世帯に対して、COVID-19 の感染予防啓発を実施し、3 ヶ月分相

当の食糧の配布を実施した。旧政権の崩壊により、事業開始前に調整していた計画

は、治安状況などが大きく変化したことから変更を余儀なくされた。2021 年の政変

直後は、多くのアフガニスタン国民が混乱に陥り、当会の事業職員も安全確保を最

優先に行った。また、行政や銀行などが機能不全に陥った他、近隣諸国との輸出入が

完全に停止された。更に、ロシアのウクライナ侵攻後、Non-food item を中心とした

物資の物価が高騰した。慢性的に複合的な要因によって人道危機に陥っていたアフ

ガニスタンの状況は悪化の一途を辿り、壊滅的な経済状況によって多くの世帯の収

入は減少し、自力で食料を得ることができない世帯が急増した。このような状況か

ら子どもたちの栄養失調率は急上昇し、妊婦の出産時の死亡者数など、あらゆる指

数が悪化している。当会は、このような不安定な状況下においても、これまで培って

きた現地のローカルネットワークや良好な関係のおかげで、暫定政権樹立後にも、

コミュニティと共同することで迅速に事業を再構築することができた。その結果、

未曾有の食料危機において、タイムリーに最も必要とされている活動を実施するこ

とができた。また、衛生啓発の実施時期は夏場に差し掛かり、感染症の蔓延が危惧さ

れていたことから、食糧ニーズに加え、衛生啓発や衛生用品はコミュニティからの

要請も非常に高かった。  

当会のクナール県における長年の活動が現地のコミュニティにも理解され、支持さ

れている点が、本事業実施を可能にしたことは大きく評価できる。地元のコミュニ
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ティや県知事からも感謝され、多くの感謝状が授与された。 

学びと提言 経済状況の悪化により、脆弱性の高い人々が急増し、ありとあらゆる物資を必要と

している。外部要因も重なり、本事業で対応キャパシティを超える人道支援ニーズ

となった。多くの人々の生活が危機的状況に陥っている中で、裨益者選定は、コミュ

ニティとトラブルを生じさせないように細心の注意を払って行われた。選定基準を

明確にし、選定から漏れた人々が納得してもらうことができるようにコミュニティ

リーダーなどともコミュニケーションをしっかりととることを心掛けた。慢性的な

貧困の中で、旧政権の崩壊などによりさらに国の将来が不透明である状況は、生活

困窮世帯にとっては、さらなるストレスとなっている。残念ながら、不安定な状況

は、窃盗、暴行などの軽犯罪がアフガニスタン全土で増加を引き起こしている。こう

いった状況において、援助活動がコミュニティの中でさらなる分断やトラブルを生

まないように、コミュニティの意見に耳を傾け、丁寧なプロセスをもって事業を遂

行していくことが非常に重要であることを痛感した。  

旧政権時には、治安不安の継続から NGO がアクセスできない僻地が多くあったが、

武力衝突が収まっている現在は、国際的な支援を受けられなかった地域にもアクセ

スできるようになったことは政変後のポジティブな影響と考えられる。 

 


